システムを監視.管理するための専用ソフトウエアについて説明します。 


EXPRESSBUILDER に E ) 卜140ぺージ） . 添付の 「 EXPRESS 己 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 か 

5の起動ちまと EXPRES 沈 UILDER ( SE ) が提供 
する機能について説明しています。 

ディスクアレイコンフイグレーシヨン (^148 ぺージ）...ディスクアレイを構築している場合のその構築方 

法じついて説明します。 


オフライン保守ユーティリティ （^150 ぺージ) 

システム診断(一152ぺージ） . 

DianaScope 卜155ぺージ） . 


BMC Online Update 卜156ぺージ) 


ESMPRO 卜158ぺージ) 


エクスプレス通報サービス （^158 ぺージ) 


専用の保守ユーティリティの使い方じついて説明 
しています。 

専用の診断ユーティリティの使い方じついて説明 
していまず。 

ネットワークやシリアルポートを使って装置をリ 
モートで保守することができるアプリケーシヨン 
「 DianaScope 」 について説 B 月しています。 

本体内に装着されているリモートマネージメント 
力ード内のファームウエアをアップデートする 
ツールについて説明していまず。 

添付の 「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM およ 
び r パックアップ CD - ROM 」 にバンドルされてい 
る InterSec シリーズ統合管理アプリケーシヨン 
「 ESMPRO 」 について説 B 月しています。 

本装置に何らかの障害が発生したときに自動で保 
守サービスセンターへ届報するアプリケーション 
(別途契約が必要です)について説明しています。 
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EXPRESSBUILDER(SE) 

EXPRESS 目 ULDER(SE : Special Edition) は、本装置を保守-管理するための統合ソフトウエアでず。 


起動方法 


本体の CD-ROM ドライブに EXPRESS 目 UILDER(SE) をセツトして、電源を ON にすると起動 
しまず。 

■ I ： Windows マシンに EXPRESSBUILDER(SE)CD-ROM をセットすると管埋アプリケーシヨン 

I ぃ, P i のインストールやドキュメントの閲覧ができる「マスターコントロールメニュ ー 」が表示さ 
れます。 

起動方法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の3つの方法があります。 

本体にコンソールを接続しての起動 

次の手順に従って起動して<ださい。 

1 . 本体にキーボードとディスプレイ装置を接続ずる。 

2. 本体の CD - ROM ドライプ(こ 「 EXPRESS 巨 UILDER ( SE )」 CD - ROM をセツトずる。 

3. 本体の電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

リブート後、管理 PC の画面上に六イン;< ニューが表示され、各種保守•管理ツールを管理 
PC から実巧できるようになります。 

LAN 接続された管理 PC か5①起動 

DianaScope を使用しまず。詳しくは EXPRESSBULDER(SE)CD-ROM 内の 「DianaScope 
オンラインドキュメント」を参照してください。 


ダイレクト接続に 0 M 目)された管理 PC か！5の起動 

DianaScope を使用しまず。詳しくは EXPRESSBULDER(SE)CD-ROM 内の 「DianaScope 
オンラインドキュメント」を参照してください。 
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EXPRESSBUILDER(SE ) トップメニ 



EXPRES 犯 UILDER に己トップメニューは各種ユーティリティを個別に起動し、オペレー 
夕によるセツトアップを行うときに使用しまず。 


H-O B I 0 S の設定を間違えると 、 C D - R 0 M 占、6起動しない場合びありまず。 

EXPRESS 日 UILDEFKS 曰を起動できない場合は、团 0 S SETUP ユーティリティを起動 
して ly 下のとおりに設定してください。 

「 Boot 」 メニューで rCD-ROM Drive 」 を一き上に 、 「Removable DevicesJ を二ま目 
に設定ずる。 


EXPRES 沈 UILDER に E) トツプメニユーはじ(下のメニユーで構成されています。 


網 


ツール 


EXPRESS 己 UILDER(SE) に収め6れている各種ューティリ 
ティを個別に起動し、オペレータによるセツトアップを巧い 
ます。 


ク 


ヘルプ 

EXPRESSBUILDER CSE) について説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通り目 
を通しておくことをお勧めします。 


EXPRESSBUILDERVer3.> 



バックアブブ情巧が航，ときは' を理笛 I 印#じ 
お客读の装田固有の t 吾報や段をを巧旧できなく 
なりまて。 

バンクアッブは.をぎフ□ツビーディスク5 
1 は準巧して，ツールでオフライン—巧ず 
ユ-ティリティの r システム t 棘の爸埋 J か与 
J 退驻 J を进巧してください. 

EXPRESSBUILDER 1 Z 

巧めら r 


終了 

EXPRESSBUILDER CSE) の終了 
画面が表示されます。 


ツールメニュ • 


ツールメニューは、 EXPRESSBUILDER(SE) に収め6れている各種ユーティリティを個別 
で起動し、オペレータが手動でセットアップを行います。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合 
わ、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説日月します。 


Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver 3. xxxx-x Copyright ( C ) NEC Corporation 2004 


ツールメニュ— 


スクアレイコンフイグレーシ 


RAID 情報のセープ/リストア 

オフライン巧巧ユーテイ U テイ 

システム診断 

ヴポートディスクの作成 

保す用/トテイシヨンの設定 

各種 BI 0 S / FW のアップデート 

U モートマネジメントカードの初期設定 

システムマネジメント機能 

ヘルプ 

トツブメニューに戻る 


RAID ] ン阳-ラ：侯出 
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ディスクアレイコンフイグレーシヨン 


ディスクアレイコント□—ラに接続されている八ードディスク責に応じて自動的に論理 
ドライブ(□ジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

ディスクアレイコント□-ラに八ードディスクを接続して RAID のま斤規設定や再設をを行 
う場合，および既をのコンフィグレーシヨン情報をクリアする場合に使用します。 

本ユーティリティで RAID の設定を行う場合、ディスクアレイコント□-ラに接続する 
八ードディスクの容量はすべて同じで、かつ READY 状態であるあ要があります。 

手順については，148ぺージの r ディスクアレイコンフィグレーシヨン」を参照してくだ 
さい。 

■X このメニューは RAID を構築したときにのみ表示されます。 

I チ:凹ク I 

RAI ひ肩報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーシヨン情報をフ□、ソピーディスクに保を(セー 
ブ)または、フ□、ソピーディスクから復元（リストア)することができまず。 

I H-O この装置で RAID を構築できるのは本体内部に構築されたけードディスクドライプのみ 
でず。また構葉に使用ずる RAID コント□-ラは一種類のみで、複数の RAID コント 
口ーラ(本体標準の HostRAID 含む）を混在させることはできません。 


一 RAI ひ晴報のセーブ 

ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報をフ □、ソ ピーディスクじ 
保存します。フォーマツトミ斉みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 RAID の 
き斤規設をや変更を行った時は，をず本機能を使用してコンフィグレーション情報を 
セーブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保をされたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□-ラ上の NVRAM に復元します。 「RAID 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピー 
ディスクを用意してください。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、 
誤ってコンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコ 
ンフィグレーション情報をリストアしてください。 

一 この機能は保守用でず。 

ちす]保守 t (外の目的で操作しないで<ださい。誤った操作を行うとデータを損失するお 
それがあ y ます 

オフラインな守ユーティ U ティ 

オフライン保守ユーティリティは，予防保守、障害解析を行うためのユーティリティで 
ず。 ESMPRO が起動できないような障害が起きた場合は、オフライン保守ユーティリ 
ティを使って障害原因の磕認ができまず。 


システム診断 

本体上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と化張ボードなどとの接続を検査 
しまず。 



本機能は、ダイレクト接続 ( COMB ) か6の実巧はできまずが> LAN 接続での実巧はでき 
ません。また> ネットワークへの影響を防止するためにも本体に接続しているネット 
ワークケーブルはすべて取リかしておいてください。 

• サポートディスクの作成 

サポートディスクの作成では 、 EXPRESSBUILDER ( SE ) 内のユーティリティをフ□、ソ 
ピーディスクか6起動するための起動巧サポートディスクを作成します。なお、画面に表 
示されたタイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易 
です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様で用意してください。 
- ROM - DOS 起動ディスク 

ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 

-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) による适報機能や管理 PC か6のリモー 
卜制御機能を巧用するための設定を巧うプ □グラムの起動用サポー トディスクを作 
成します。 

• 保守用バーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守巧 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「 FD に K の起 
動」と J かの項目は表示されません。 

I M-O r なず用パーティシヨンの設定 J の备項目を実行している間は、本体を U セットしたり、 
電源を OFF にしたりしないでください。 

一保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスク上に領域確保し、続けて各種ユーティリティのイ 
ンストールを斤いまず。すでに保守用パーティションが確保されている場合は，を 
種ユーティリティのインス I -ルのみを巧います。 

一各種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM か5保守届パーティションへインストールします。イ 
ンストールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ードディ 
スクか5起動した場合に、使用することができます。 

—各種ユーティリティの更が 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。を種ユーティリティがフ □、ソ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それと J かでは，本項目は 
使用しないで < ださい。 
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FD に K の起動 


ROM - DOS システムの FD に K コマンドを起動しまず。パーティシヨンの作成/削除な 
どができます。 

各種 BIOS/FW のアップデート 

インターネットの 「NEC 8番街」で配布される r 各種 B の S / FW のアップデートモジュール」 
を使届して、本装置の B の S やファームウエア （ FW ) をアップデートすることができま 
す。「各種团 OS / FW のアップデートモジュール」については、次のホームぺージに詳しい 
説明があります。 

『NEC 8番お J : http :// nec 8. com / 

名■種 B の S / FW のアップデートを行う手順は函巧される「各種 B の S / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を殖認した上で、 
記載内容に従ってアップデートしてください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳な 
どで読むことができます。 

I 两 ~〇 BI0S/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体装置の電源を OFF にしないでくだ 
さい。アップデート作業び途中で中断されるとシステムが起動でさなくなりまず。 

U モートマネージメントカードのネリ期設定 

リモートマネージメントカードへの本体装置固有情報の設定を行います。本設定を行う 
こどで、リモートマネージメントカードによる八ードウエア障害の監視や障害通報，お 
よび LAN 経由/ WAN 経由でのリモート制御(本体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 システ 
ムイベント□グ ( SEL ) の確認など)が可能となります。（障害届報リモート制御には、別 
途 IP アドレスなどの設定が必要です）。 

システムマネージメント機能 

通報機能、リモート制御機能を使巧するための設定を行います。 

ヘルプ 

EXPRESSBUILDER ( SE ) の各種機能に関する説 s 月を表示します。 

終了 

EXPRESSBUILDER ( SE ) を終了します。 



ンソールレスメニ 



EXPRESSBUILDER ( SE ) は、本装置にキーボードなどの〕ンソールが接続されていなくて 
も各種セツトアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コン 
ソールレス」機能を持っています。 


本装置 1U がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER(SE) が添付されていた本装置 
JU がの Express 已800シリーズに使用しないでください。故障の原因となりまず。 

コンソールレス時の使用は、本体にキーボードが接続されていないことび条件でず。本 
体にキーボードが接続されていると、 EXPRESSBUILDER(SE) はコンソールがある 
と判断し、コンソールレス動作を行いません情理 PC にメニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法1こは管理 PC と本体の接続状態により、次の2つの方まがあります。 

♦ LAN 接続された管理 PC から実行ずる 

♦ ダイレクト接続(シリアルポート B ) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「 DianaScope オンラインドキュメント」を参照してください。 


BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでください。 
CD-ROM ドライプが最初に起動ずるようになっていないと使用でをません。 

LAN 接続はし AN ポート1のみ使用可能でず。 

ダイレクト接続はシリアルポート己のみ使用可能でず。 

コンソールレスで本装置を遠隔操作ずるためには、設定情報を格納したフ□ッピーディ 
スクが必要になりまず。 

フォーマット済みのフ□ッピーディスクを用意しておいてくだをい。 

BIOS SETUP を通常の終了方法 jy 夕1の手段(電源 OFF やリセット)で終了ずるとリダイ 
レクシヨンが正常にできない場合がありまず。設定ファイルで再度設定を巧ってくださ 
し、。 


* 一 


B に S 設定情報は必下の値にセットされます。 


nw\ - 


Onboard N に 1 ROM: 

Serial Port 1 (DB-9) Address: 
Serial Port 1(DB-9) 旧 Q: 
Serial Port 2(RJ45) Address: 
Serial Port 2(RJ45) IRQ: 

B に S Redirection Port: 

Baud Rate: 

Flow Control: 

Terminal Type: 


Enabled] 

[3F8] 

[4] 

が引 
に ] 

Serial Port 2(RJ45)] 
[19.2k] 

[CTS/RTS] 

[PC ANSI] 
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ツールメニ ユー 

メ インメニューでツールを選択すると]: rRD メニューが表示されます。 


前述の 「EXPRESS 巨 UILDER 
( SE ) トップ^ニュー」を参照 


ツールメニュー 

ーディスクアレイコンつイヴレーシヨ: 


それぞれの機能に閱する説明を 
表示する 


:麵 


EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) の終了 
画面を表示する 



「EXPRESS 日 UILDER(SE) トップメニュー」の「ツールメニュ ーJ にある機能と比較すると 
r システム診断 J の内容や操作方ミちが異なりまず。詳しくは、この章の r システム診断」を参 
照してください。 


メニュ ー( 機能）については、前述の rEXPRESSBUILDER ( S ロトップメニュー」と同じで 
す。前述の説巧を参照してください。 











マスター コント□—ルメニ 


Windows 9己]: J 降、または Windows NT 
4.0 JU 降が動作しているコンピュータ上で 
添がの 「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - 
ROM 」 をセットすると、「マスターコント 
□-ルメニュー」が自動的に起動しまず。 


■: システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場合は、 CD- 

「区 ^ ROM 上の々のファイルをエクスプローラ等から実行してください。 

CD-ROM のドライブレタ ー : ¥MC¥1ST.EXE 

マスターコント日ールメニューか6は、リモート管理ユーティリティである 「 ESMPRO / 
56「\/6「1\/|30396「」やの13035(：096」などのユーティリティのインストールやオンラインド 
キュメントを参照することができます。終了する場合は、[終了]をクリックしてください。 

jl ; オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で巧 f 共されているものもあります。こ 
1 - 07 ^ のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社裝の Acrobat Reader がインス 
卜ールされているか要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウエアのセットアップ]の [Acrobat Reader] を選巧して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコント□-ルメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるシヨートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は，メニューが動作しているシステム■権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され達択できません。適切なシステム-権限で実行してください。 

I n-O CD-ROM をドライプか5取り出ず前に、マスターコント□-ルメニューおよびメニュー占、 
6起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは給了させておいてください。 


〇ネンラインド♦ユタン h 


EXPRESSBUILDER(SE) 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


O »7 


ソ 7 トウエアの 
W セットアツブ 


NEC 
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ディスクアレイコンフィ グレーシヨ ン 

ディスクアレイコンフィグレーションはディスクアレイコント日ーラに接続されている八ードディスク数 
に応じて自動的に論巧ドライブ(□ジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

ディスクアレイコント□ー ラに八ードディスクを接続して RAID のま斤規設定や再設をを巧う場合、および既 
存のコンフィグレーション情報をクリアする場合に使用します。 


使用上の注意 


ディスクアレイコンフィグレーションを実行する前にお読みください。 

• コンフィグレーション巧みのディスクアレイコント□-ラを巧用する場合，新規に論理 
ドライブを作成ずる前に、既存のコンフィグレーション情報をクリアする必要がありま 
す。コンフィグレーション情報をクリアすると、既をのデータは失われますのでごを意 
ください。 

• 本ユーティリティで RAID の設定を行う場合、ディスクアレイコント□-ラに接続する 
八ードディスクの容量はすべて同じで、かつ READY 状態であるあ要があります。 

• 本ユーティリティでは、指をされた八ードディスク構成で割り当て可能な最大容量を使 
用し、単一の論理ドライブを作成することができます。また、論理ドライブの容量を任 
意で指定することにより、複数の論理ドライブ(最大4台)を作成することわできます。 

• RAID の設定を行う場合は、本装置がサポートしている RAID 構成を指をしてください。 
通常は、指をされた八ードディスク構成で割り当て可能な最大容量を使用し、単一の論 
理ドライブを作成します。複数の論理ドライブ作成の指示がある場合のみ，容量を指を 
して作成してください。 

• RAID の新規設定、再設をを巧った場合、コンフィグレーション情報をフ□、ソピーディス 
クに保存してください。手順は、142ページの 「 RAID 情報のセーブ/リストア」を参照し 
てください。 
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使用方法 


と又下の手順でディスクアレイコンフィグレーションを起動し、操作します。 


1. EXPRESS 巨 U ! LDER ( SE ) CD - ROM からシステムを起動ずる。 

EXPRESS 巨 U ! LDER ( SE ) の起動方法は、140ぺージの 「 EXPRESS 巨 UILDER ( SE )」 を参照してく 
ださい。 

管理 PC の画面にメインメニューが表示されまず。 

2. メインメニューから r ディスクアレイコンフィグレーション」を選択ずる。 

ユーティリティが起動し、ディスクアレイコント□ーラに接続された八ードディスクの状態と論 
理ドライブの状態をチェックしまず。 

ずでじ論理ドライブが存在する場合や READY 状態 W 外の物理ディスクがを巧する場含、現在のコ 
ンフィグレーション情報をクリアするかどうかの確認のメッセージが表示されます。 

• 「 Y 」 を選択した場合 

コンフィグレーション情報をクリアした後、設を巧能な RAID 構成が表示されます。 

• 「 N 」 を選択した場合 

ユーティ リ ティ を終了します 0 

3. 設定したい RAID 構成を選択し、番号を入力ずる0 

作成する論理ドライブの各種パラメータが表示され、磕認メッセージが表示されます。 

• 表示された内容で論理ドライプを作成ずる場合 
「 Y 」 を選択しまず。 

自動的に論理ドライブの作成、および初期化を開始します。 

• 論理ドライブの容量を変更ずる場合 
「 S 」 を選択しまず。 

容量は画面上に表示される入力指を範囲内 ( MB 単位)で指をします。容量の入力が完了した 
ら、再度、作成する論理ドライブの確認メッセージが表示されます。入力した値が画面上に 
表示されていることを確認し、 「 Y 」 を選択しまず。 

自動的に論理ドライブの作成、および初期化を開始します。 

複数の論理ドライブを作成ずる塌合はこの手順を繰り返します。 

• RAID 構成を再指をずる場合 
「 N 」 を選択しまず。 

論理ドライブをまだ作成していない場合は、 RAID 構成の再指定が巧能です。 

論理ドライブを1台 W 上作成している場合は、 「 N 」 を選択ずるとユーティリティは終了しま 
ず。 


と又上で、ディスクアレイコンフィグレーションは終了です。 
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オフライン巧巧ユーティ IJ ティ 

オフライン保守ユーティリティは、本製品の予防保守> 障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを巧って障 
害原因の殖認ができます。 

vr-O • オフライン保守ユーティリティは通甫、なず員び使用ずるプ□グラムでず。オフライン 
保守ユーティリティを起動ずると、メニューにヘルプ(機能や操作ちまを示ず説閒びあ 
りますび、お理な操作をせずにオフライン保ずユーティリティの操作を熟知してし巧な 
守ヴービス会社に連結して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフラインな守ユーティリティび起動ずると、クライアントか5本聲品にアクセスでき 
な< な0まず。 


オフライン巧巧ユーテイリテイの起動方巧 


オフライン保守ユーティリティは次のちまで起動することができまず。 

• EXPRESSBUILDER ( SE ) か6の起動 

rEXPRESSBUILDER(SE) トップメニュー」から「ツール」一「オフライン保守ユーティリ 
ティ」の順に違択すると、 CD - ROM よリオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• フ□ッピーディスクか S の起動 

「 EXPRESSBUILDER ( SE ) トップメニュー」の「ツール」一「サポートディスクの作成」で作 
成した r オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保 
守ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインス I ル後、 POST 画面で < F 4> キーを押すと， 
ディスクよリオフライン保守ユーティリティが起動します。 
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オフライン巧巧ユーテイリテイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動ずると、と J 下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□グ 
に ELK センサ装置情報に DRh 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
ず。 

本機能により、本製品で起こった障害や各種イベントを調査し、交あ部品を特定するこ 
とができまず。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

B の S の現在の設を値をテキストファイルへ化力します。 

• システム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や B の S などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化力した 
りします。 

• システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設をのバ、ソクアップ(退避)をしまず。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の隐に装置固有の情報や設をを復旧できなくなリます。 

■i システム情報のバックアップの方法については、87ぺージで説日月しています。なお、リ 

ストア（復旧）は操作を熟巧した保守員 L ソ外は斤わないでください。 


• 各種ユーティ U ティの起動 

「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 から保守用パーティションにインストールされた 
下のユーティリティを起動することができます。 

-システムマネージメント機能 
—システム診断ユーティリティ 
一保守用パーティションの設定 

• 置体識別 

本装置のランプ、ブザーなどで、本装置を識別できるようにしまず。ラックに複数台の 
装置が設置された局面で装置を識別するときなどに便利でず。 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを行いまず。 

EXPRESS 巨 ULDER ( SE ) の「ツール」^ニューから「システム診断」を実行して診断してくださし、 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目がありまず。 

• メモリのチェック 

• CPU キヤ、ソシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 

I — "〇 システム診断を行ラ時は、必ず本体に接続しているネットワークケーブルをがしてくださ 
司 し、接続したままシステム診断を巧ラと、ネットワークに影響をおよぼずおそれがありま 
ず。 

■: ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

rEvH 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール(キーボード)を使用する方法と、本体 
前面の COM B ポートとダイレクト接続された管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソー 
ルレス）があります。それぞれの起動ち法は次の适リでず。 

I M-0 EXPRESSBUILDER(SE) のコンソールレスでの起動ちまには、ダイレクト接続 (COM 
日）と LAN 接続の2つの方まがありまずが、システム診断はダイレクト接続 (COM B) でし 
か利巧することびでさません。 


1. シャットダウン処理を行った後，本体の電源を OFR こし，電源コードをコンセントか6巧く。 

2. 本体に接続しているネットワークケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し，本体の電源を ON じする。 
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4 . rEXPRESSBUILDER(SE) CD - ROM 」 からシステムを起動する。 


本体のコンソールを使用して起動ずる場合と、コンソールレスで起動ずる場合で手順が異なりま 
ず。本章の 「 EXPRES 沈 UILDER ( SE )」 を参照して正しく起動して<ださい。 

EXPRESS 己 UILDER に E ) か6起動すると画面にメニューが表示されます。本体の〕ンソールを使 
用して起動した場合は，本体に接続しているディスプレイ装圖こ 「 EXPRES 沈 UILDER ( SE ) トップ 
メニュー」が表示されます。コンソールレスで起動した場合は，管理 PC のディスプレイじ 
「 EXPRESS 己 UILDER ( SE ) メインメニュー」が表示されます。 


I Ewr だ s5 如 0 シリ — 


C EXf'RESSBUILDERVerS.x 


X Cop か油り C) 肥 C C 


I || ■虐誦■い S 

ぶ广, r 一一巧が曲*甚司日時 
产驾?口主7?情印を理ぃ 


EXPRESSBUILDER ( SE ) トップメニュ ー 


EXPRESSBUILDER メインメニニ 

ツール 


EXPRESSBUILDER ( SE ) メインメ ニニ 


己.[ツール]を選択する。 


目.〔ツールメニュー〕の〔システム診断〕を選択ずる。 


システム診断を開始します。約3分で診断は終了しまず。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わりまず。 



試験タイトル： 診断ツールのを称およびパージョン情報を表示しまず。 

試験ウィンドウタイトル:診断状態を表示しまず。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果： 診断開始-終了 -經過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン： ウィンドウを操作ずるキーの説明を表示しまず。 

試験簡易ウィンドウ： 診断を実巧した各試驗の結果を表示します。カーソル巧でく[が目た丰一 

を押ずと試驗の詳細を表示しまず。 


システム診断でエラーをお化した攝合は試験簡易ウィンドウの該当する試驗結果が赤く反乾表示 
し、ち側の結果(こ 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーを 検出した試験に カーソルを 移動しく Ente 「> キーを 押し、試験詳細表示に化力された エラー 
メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従いく Esc > キーを押す。 
下のメインメニューを表示しまず。 


TeDoLi (TEst& Diagnosis On Unux) VerOOl.OO (BufldO 20901.1 .Im) 
I — Enduser Menu —i 


<Test Result* 


<Device List> 

<Log Info> 

<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


く Test Resultx 
く Device List >: 
く Log Infox 


く Optionx 
< Reboot >: 


前述の診断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験□グを表示します。エラーメッセージをフ□、ソピーディスクへ保存 
ずることができます。フ□、ソピーディスクへ記録ずる場合は、 
フォー マツ ト済みのフ□、ソピーディスクをフ □ツ ピーディスクドライブ 
じセットし、 < Sa \/ e > を選択してください。 

□グの化力先の変更しまず。 

システムを再起動します。 


8. 上記メイン;ニューで < Reboo わを選択する。 

再起動し、システムがに XPRESS 巨 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 から起動しまず。 

9. EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) を終了し、 CD-ROM ドライブから 「 EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) CD - 
ROM 」 を取り化す。 


10. 本体の電源を OFF じし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2で取り外したネットワークケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続ずる。 


じ(上でシステム診断は終了です。 




DianaScope 


DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理ずるためのソフトウ王アです 。 DianaScope の機能 
やインス トール方法についての詳細はオンラインドキュメントを参照してください。 


方イルのおを S モ M が田こ入口巡ツ-ルのヘルプの 

•M» - J J ^3 d 技ま立おが A り3巧巧 j J 


二に!ぶ 

〇 


ドドレス<ご） h けが/!の1巧14151 .SOBO/dianascQpe/paees/comitio 


NEC 


Qjuui 




霞ヴ ルー ブ ー s 

囚酿 Bern’s 


-パプロバブイ J リモ ーI •料曲 I U モートコンソール pj モーい、■。チI IPMI 枯宙 




|J 4 k J I 白れ I _|_ SHIFT-JIS J_EUC-JP I UTF-Sj BIOS 

PhoenixBICS Se 邸 Utility 

99911 


I 化 in 


巧;の: 29] 

Systen Date: [07/09/2004] 

Legacy Flcppy A: じ. 44/1.25 MB 3.5"] 

Legacy Flcppy B: [CHsabled] 

Hard 内か Pre-Delay: [Disabled] 

> Primary IDE Master [ の ■ の *0 

> Pri mary IDE SI ave [ 似 1¢] 

> Processor Settings 

Language: [English (US)] 


Item Specific Help 


<Tab>, <5m ft-Tab>, or 
<Enter> selects field. 




Help Select Item 

Change Values 

Setup Defaults 

<1 

J 



Prepare To Boot 
I Power On Cnt Ain 

198 I 弓面 DS 


本製品において DianaScope を使用ずるためにはオプションのサーバライセンス ( UL 1198- 
001または UL 1198-011) が必要です。本製品には tTF のサーバライセンスが添付されてい 


ます。 


UL 1198-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed ) 


ミち意事項 

オンラインドキュメントは、 DianaScope がリモート管理する対象装置全般についてミ凡巧的 
に説明していますが、ここでは DianaScope から本製品をリモート管理ずる際に特にま意す 
る点を TT ： します。 


本製品はリモート FD 機能をサポートしていません。 
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BMC Online Update 

BMC Online Update は、インターネットで配巧される 「BMCXBase board Management Controller ) 
ファームウェア」を使用して、本体内に装着されているリモートマネージメントカード内の目 MC ファーム 
ウェアを更新するソフトウェアでず。 

ーグ • このソフトウェアは 2 M 巨上の空き容量を必要としまず。 

• 管理 PC か6リモート操作ずる場合は， 「 DianaScope 」 を使用します。設をや通信方法に 
ついては DianaScope のオンラインドキュメントを参照してください。 


インス I ル 


1. root ユーザーで□グイン後、 EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM か 61 U 下のファイルを適当なディレ 
クトリにコピーす る。 

「 cp / mnt / cdrom / BMCTOOL / OnlineUp / BmcOnlineUpdate . i 38 目」 

2. 「 pm ファイルを解凍する。 

「「pm - ivh 巨 mcOnlineUpdate . i 386」 


起動方法 


p-O • 日 MC ファームウエアの更新作業をしている間は装置の電源を OFF にしないでくださ 
し、更新作業が遠中で中断されるとシステムが起動でをなくなりまず。 

• 更新された BM 巳ファームウ王アは、装置の再起動後に有効になりまず。再起動を巧う 
までは、更新前の状態で運用を継続しまず。 


下記の入力を行い、プ□グラムを開始させてください。 

cd / usr/BmcOnlineUpdate 
./BmcOnlineUpdate -ja 



國 


日本語をヴポートしていない場合はオプション" -ja" をつけないでください。 
./BmcOnlineUpdate 


1已6 







エラー 表巧一覽 


下表にエラーメッセージと対処ちまを示しまず。 


メッセージ 

巧処方法 

アップデートのあ要があ y ません。 

現在使用している環境は、アップデートしようとした 
データより新しいか同じデーろが適用されています。 

対象装置ではありません。 

デークが対象装置のものではありません。対象装置の 
データで Upda おを実巧してください。 

巨 MC 情報を取得できません。 

リモートマネージメントカードが正常に取りがけられ 
ているか磕認してください。取りがけを確認してか 
6 Update を実巧してください。 

オンラインモードに移巧できません。 

巨 MC がビジー状態の可能性がありまず。数分後に再度 
実巧して < ださい。 

運用中のデークの退避に失敗しまし 
た。 

更新モード(こ移行できません。 

デークの更新中にエラーが発生しまし 
た。 

終了処理に失敗しました。 

IPMI ドライバが見つかりません。 

IPMI ドライバをインス1'ールしてください。 

サポート対象外でず。 

アップデート機能をサポートしていない BMC でず。こ 
のツールじよるアップデートはできません。 


n-O 巧処方ミちを実行してち、アップデートに失敗した場合は保守ヴービスを社に連経してくださ 
い。 


保守•管理ソフトゥ H ア 


1已7 








ESMPRO 


ESMPRO / ServerAgent 、 ServerManager は、システムの安定樣動と効率的なシステム運用を 
目的とした管理ソフトウェアです。構成情報や稼動状ミ兄を管理し> システムの異常をお化した隐に 
システム管理をへ届報することじより、システム障害の予防や障害に対する迅速な対処を可能にします。 

添付の r パックアップ CD - ROM 」 には、本体を管理するアプリケーシヨン 「 ESMPRO / ServerAgent 」 が格納 
されています。 ESMPRO / ServerAgent と届信を巧いネットワーク上の管理 PC か6本装置を監視するアプ 
リケーシヨン rESMPRO / Se 「 ve 「 Manage「」&rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 に格納されています。 

• ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerManager の動作環境やインストール方法> アンインストールちまおよ 
び運用時のを意事項については 「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 にある 「 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manage 「インストレーシヨンガイド」を参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent 

ESMPRO / ServerAgent は本装置に自動でインス I ルされる監視アプリケーシヨンで 
す。 ESMPRO / ServerAgent じ関する詳細な説明は本体に添付の「バックアップ CD - 
ROM 」 内にあるオンラインマニュアル （ PDF ファイル）を参照してください。 

添付のバックアップ CD - ROM :/ nec / Linux / esnnpro . sa/doc 

ESMPRO / ServerAgent は化荷時のハードディスクにインス!'■-ルミ斉みです。また，再 
インス I ルの時も自動的にインストールされます。 


エクスプレス通報サービス 

エクスプレス通報サービスは、システムじ発生する障害情報(予防保守情報含む）を電子メールで保守セン 
ターに自動届報するソフトウェアです。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察巧したり、障害発生時に迅まじ保守を巧っ 
たりすることができます。 

エクスプレス通報サービスは化荷時の八ードディスクにインストール巧みです。また、再インス!'―ルの 
時も自動的にインストールされまず。 

エクスプレス届報サービスを利用するためには，別途契約があ要となります。詳しくは、お買い求めの販 
売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 
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